
（様式４）  

◆ 角田 仁 

＜所属・職名＞ 
 東京都立町田高等学校定時制課程 主任教諭 

 

＜略歴＞ 
東京都立大森高等学校、東京都立小山台高等学校、東京都立一橋高等学校定時制等に勤務。現在、

東京都立町田高等学校定時制課程に勤務。 

＜これまでの研究活動、外国人児童生徒等教育に関する経験など＞ 
 おもに東京都立高等学校の定時制課程において、外国につながる生徒に関わる多文化共生の教育に

取り組んできた。 

東京都立一橋高等学校では、多言語交流部（ワン・ワールド）の顧問として、学校外のＮＰＯ（認

定ＮＰＯ法人カタリバ/一般社団法人Ｋｕｒｉｙａ）及び大学（留学生、学生）との３者連携による居

場所づくりに取り組んできた。（2015～2020年）。認定ＮＰＯ法人カタリバと連携して「シティズンシ

ップ」教育を実践し、多文化共生と主権者学習に取り組んだ（2020年度）。 

 

「ＮＰＯ等と連携した国際理解教育の推進」（東京都立大森高等学校定時制課程）、平成 15・16/2003・

2004年度文部科学省「ＮＰＯ等と学校教育との連携の在り方についての実践研究事業研究指定校」推

進委員。 

「多様な生徒が共に生きていくために・・・多文化共生の学校づくり」（東京都立小山台高等学校定時

制課程）、平成 23・24/2011・2012年度東京都教育委員会人権尊重教育推進校推進委員・平成 25/2013

年度文部科学省人権教育研究指定校推進委員。 

「多文化共生社会における市民性の教育に関する研究プロジェクト」（東京学芸大学国際教育センタ

ー）に参加、平成 24・25/2012・2013年度、東京学芸大学国際教育センター。 

 

その他、多文化共生教育研究会運営委員、日本語を母語としない親子のための多言語高校進学ガイダ

ンス実行委員会東京、外国につながる高校生のための進路ガイダンス実行委員会（東京都国際教育研

究協議会共催）、多文化共生教育ネットワーク東京他に参加している。 

 

＜対応可能学校種＞ 
 高等学校 

＜遠隔での指導助言＞ ※いずれかの□にチェックを記入してください。 
☑ 対応可     □ 対応不可 

＜その他（国等の委員歴等）＞ 
文部科学省「帰国・外国人児童生徒等教育担当指導主事等連絡協議会」にて事例報告（平成 30/2018

年）。  

文部科学省「第３回外国人の受入れ・共生のための教育推進検討チーム」に有識者として参加（平成

31/2019年）。 

文部科学省「令和２年度外国人児童生徒等教育アドバイザー」（令和３/2020）。 

＜関連ＵＲＬ＞ 
 http://www.tokyoguidance.com 
 http://www.j-mce.org 
＜講師として担当可能な内容＞ 
別紙「講師として担当可能な内容（モデルプログラム「養成・研修の内容構成」対応）」のＡ～Ｎの書く

欄に、◎または○を付けてください。 

※別紙に○を付けていただいた内容は、一覧表に整理して文部科学省ホームページに掲載いたします。 

※ 本様式は文部科学省ホームページに掲載いたします。 

http://www.tokyoguidance.com/

